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市
の
人
口
と
世
帯
数
（
平
成
23
年
７
月
１
日
現
在
推
計
）

●
人
口　

８
８
，
２
７
５
人
（
前
月
比
マ
イ
ナ
ス
53
人
）　

●
世
帯
数　

３
５
，
３
８
０
世
帯
（
前
月
比
マ
イ
ナ
ス
36
世
帯
）
※
確
定
値
が
公
表
（
10
月
ご
ろ
予
定
）
さ
れ
る
ま
で
男
女
別
集
計
は
行
い
ま
せ
ん
。

　

詳
し
く
は
、
観
光
協
会
事

務
局
（
観
光
商
業
課
内
、
☎

66
・
１
０
２
４
）
へ
。

　

９
月
19
日
（
月
＝
敬
老
の
日
）、

舞
鶴
湾
～
伊
根
沖
～
冠
島
を
巡

る
「
新
日
本
海
フ
ェ
リ
ー
で
行

く 

舞
鶴
・
丹
後
冠
島 

周
遊
ク
ル

ー
ズ
」
を
実
施
。
参
加
者
を
募

集
し
ま
す
。

　

９
月
６
日
（
火
）、
ク
ル
ー
ズ

　

今
後
の
日
本
海
沿
岸
地
域

の
港
湾
の
役
割
や
太
平
洋
沿

岸
地
域
と
の
連
携
の
可
能
性

を
探
る
「
日
本
海
に
ぎ
わ
い
・

　

舞
鶴
観
光
協
会
で
は
、「
本
物
」

や
作
り
手
の
「
思
い
」
に
こ
だ

わ
っ
た
舞
鶴
の
土
産
品
を
推
奨

し
、
地
域
産
品
の
ブ
ラ
ン
ド
イ

メ
ー
ジ
を
高
め
る
た
め
、「
舞
鶴

観
光
特
選
み
や
げ
品
推
奨
制
度
」

の
推
奨
品
を
募
集
し
ま
す
。

　

９
月
中
旬
に
開
催
予
定
の
推

奨
委
員
会
で
審
査
・
認
定
。
推

奨
期
間
は
３
年
間
。
推
奨
ラ
ベ

ル
（
右
＝
イ
メ
ー
ジ
）
を
使
用

で
き
る
ほ
か
、
同
協
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
ま
い
づ
る
観
光
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
で
紹
介
し
ま
す
。
現

在
、
22
品
目
24
点
を
推
奨
。

▪
推
奨
基
準
　
❖
独
創
性
と
こ

だ
わ
り
が
あ
る
❖
安
心
・
安
全

に
配
慮
し
て
い
る
❖
次
の
①
～

③
の
い
ず
れ
か
に
該
当
…
①
舞

鶴
の
自
然
や
文
化
、
産
業
、
伝

統
を
守
り
育
ん
で
い
る
②
舞
鶴

が
連
想
さ
れ
る
取
り
組
み
や
物

語
性
が
あ
る
③
舞
鶴
な
ら
で
は

の
素
材
や
製
法
な
ど
を
用
い
て

観
光
み
や
げ
推
奨
品
を
募
集

ブ
ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ
の
向
上
へ

▲推奨ラベル

　

舞
鶴
観
光
協
会
と
丹
後
広
域

観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
協
議
会
の

共
同
企
画
で
、
ク
ル
ー
ズ
気
分

が
気
軽
に
味
わ
え
る
人
気
の
３

時
間
コ
ー
ス
。
舞
鶴
～
小
樽
（
北

海
道
）
間
を
航
行
し
て
い
る
大

型
高
速
フ
ェ
リ
ー
「
は
ま
な
す
」

（
総
㌧
数
１
６
，
８
１
０
㌧
）
を

利
用
し
、
今
回
は
、
オ
オ
ミ
ズ

ナ
ギ
ド
リ
の
繁
殖
地
で
、
国
の

天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
い

る
冠
島
や
伊
根
沖
を
巡
り
ま
す
。

普
段
見
ら
れ
な
い
海
の
景
色
を

眺
め
な
が
ら
、
秋
の
休
日
を
の
ん

び
り
と
過
ご
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▪
日
時　

９
月
19
日
、
12
時
～

15
時

▪
集
合
場
所　

前
島
ふ
頭
フ
ェ

リ
ー
タ
ー
ミ
ナ
ル

▪
周
遊
ル
ー
ト　

前
島
ふ
頭
発

～
伊
根
沖
～
冠
島
～
同
ふ
頭
着

▪
定
員
と
料
金
な
ど

《
ラ
ン
チ
バ
イ
キ
ン
グ
＋
ク
ル

ー
ズ
コ
ー
ス
》
旬
の
北
海
道
ラ

今
秋
も
飛
鳥
Ⅱ
が
舞
鶴
に

　

詳
し
く
は
、
同
課
（
☎
66
・

１
０
３
７
）
へ
。

交
流
海
道
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
」
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

を
開
催
。
港
の
役
割
に

つ
い
て
理
解
を
深
め
る

と
と
も
に
、
今
後
の
日

本
海
側
港
湾
の
あ
る
べ

き
姿
を
考
え
ま
す
。
入

場
無
料
。
申
し
込
み
不

要
。
主
催
は
日
本
海
に
ぎ
わ

い
・
交
流
海
道
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
（
現
在
、
日
本
海
側
の
市

町
や
国
、
府
県
な
ど
の
関
係

　

丹
後
地
域
の
豊
富
な
観
光
資

源
を
生
か
し
た
新
た
な
魅
力
づ

く
り
の
た
め
、
着
地
型
旅
行
商
品

（
ツ
ア
ー
）
の
企
画
・
ア
イ
デ
ア

を
募
集
す
る
「
京
都
・
丹
後 

観

光
ア
イ
デ
ア
コ
ン
テ
ス
ト
」
を
実

施
し
ま
す
。

▪
募
集
テ
ー
マ　

❖
丹
後
ベ
ス

ト
オ
ブ
ツ
ア
ー
…
「
神
話
・
歴

史
・
自
然
」、「
食
の
王
国 
丹
後
」、

「
朝
や
夜
の
ツ
ア
ー
」
❖
ア
イ
デ

ア
ツ
ア
ー
（
テ
ー
マ
を
絞
ら
な

い
斬
新
な
ア
イ
デ
ア
の
観
光
ツ

ア
ー
）

▪
募
集
期
間　

９
月
16
日
（
金
）

ま
で
。

▪
応
募
方
法　

所
定
の
用
紙
（
観

光
商
業
課
に
備
え
付
け
）
で
府
丹

後
広
域
振
興
局
（
☎
０
７
７
２
・

62
・
４
３
０
４
）
へ
。

▪
結
果
発
表　

11
月
下
旬
を
予

定
。
テ
ー
マ
ご
と
に
優
秀
作
品

を
決
定
し
、
商
品
を
贈
呈
。

　

詳
し
く
は
、
舞
鶴
観
光
協

会
事
務
局
（
同
課
内
、
☎
66
・

１
０
２
４
）
へ
。

海水浴場啓発キャンペーン

　８月 31 日（水）まで、「舞鶴岩がき丼」か「舞鶴
産岩がき」をキャンペーン参加店で食事または購入し
た人に抽選（30 人）で舞鶴イチオシ特産品が当たる「舞
鶴岩がき丼 夏トク アタックチャンス」を実施中。また、
さらに応募者のうちＪＲ・高速バスを利用した人には
抽選（３人）で舞鶴かにの贈呈も。申し込みは、観光
商業課、まいづる観光ステーション、東舞鶴駅観光案
内所、道の駅舞鶴港とれとれセンターなどに備え付け
の用紙（キャンペーン参加店も掲載）で。
　詳しくは、舞鶴かきグルメキャンペーン協議会事
務局（同課内、☎ 66・1024）へ。

客
船
「
飛
鳥
Ⅱ
」（
全
長
２
４
１

㍍
、
総
㌧
数
５
０
，
１
４
２
㌧
）

が
京
都
舞
鶴
港
に
寄
港
。
こ
れ

に
合
わ
せ
、
市
民
見
学
会
を
開

催
し
ま
す
。

　

同
客
船
は
、
１
泊
か
ら
１
０
０

日
を
超
え
る
世
界
一
周
ツ
ア
ー

ま
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
ク
ル
ー
ズ
を

楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
日
本
最

大
の
豪
華
客
船
。
船
内
は
、
全

て
が
海
側
に
面
し
て
い
る
オ
ー

シ
ャ
ン
ビ
ュ
ー
の
客
室
、
シ
ョ

ー
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
ラ

ウ
ン
ジ
の
ほ
か
、
豪
華
な
エ
ン
ト

ラ
ン
ス
、
プ
ー
ル
な
ど
ク
ル
ー
ズ

を
サ
ポ
ー
ト
す
る
各
種
施
設
が
充

実
。
こ
の
機
会
に
豪
華
客
船
の
魅

力
に
触
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。

▪
日
時　

９
月
６
日
、
13
時
30

分
～
14
時
30
分

▪
場
所　

京
都
舞
鶴
港
西
港
第

２
ふ
頭

▪
対
象　

市
内
在
住
の
人
。
た

だ
し
、
中
学
生
以
下
は
保
護
者

同
伴

▪
定
員　

１
０
０
人
（
多
数
の

場
合
抽
選
）

▪
参
加
費　

無
料

▪
申
し
込
み
方
法　

往
復
は
が

き
に
参
加
者
全
員
の
住
所
、
氏

名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
記
入
し
、

み
な
と
振
興
課
へ
。
は
が
き
１

枚
に
つ
き
２
人
ま
で
（
乳
幼
児

は
２
人
ま
で
同
伴
可
）。
８
月
15

日
（
月
）
消
印
有
効
。

ン
チ
バ
イ
キ
ン
グ
付
き
。
先
着

３
０
０
人
。
大
人
（
中
学
生
以

上
）
６
，
８
０
０
円
、
小
学
生
４
，

７
０
０
円
、
３
歳
～
就
学
前
２
，

０
０
０
円
、
３
歳
未
満
無
料
。

《
ク
ル
ー
ズ
コ
ー
ス
》
先
着

４
５
０
人
。
大
人
４
，８
０
０
円
、

小
学
生
３
，
３
０
０
円
、
３
歳

～
就
学
前
１
，
５
０
０
円
、
３

歳
未
満
無
料
。

※
両
コ
ー
ス
の
参
加
者
の
合
計

が
３
５
０
人
未
満
の
場
合
は
中

止
。
船
室
を
利
用
す
る
場
合
は

別
途
料
金
が
必
要
。　

　

船
内
で
は
、
舞
鶴
和
太
鼓
集

団
「
か
わ
ら
屋
」
に
よ
る
演
奏

を
は
じ
め
、
舞
鶴
や
丹
後
、
北

海
道
の
特
産
品
販
売
や
豪
華
景

品
が
当
た
る
船
内
ク
イ
ズ
ラ
リ

ー
、
船
長
服
を
着
て
の
記
念
撮

影
な
ど
催
し
が
盛
り
だ
く
さ
ん
。

▪
申
し
込
み
方
法　

電
話

か
フ
ァ
ク
ス
で
㈱
ヴ
ィ
ー

ナ
ス
ト
ラ
ベ
ル
（
☎
06
・

６
３
４
８
・
０
５
７
１
、
ＦＡＸ
06
・

６
３
４
８
・
０
５
７
３
）
へ
。

い
る

※
こ
の
ほ
か
、
食
品
に
つ
い
て

は
舞
鶴
産
の
原
材
料
が
使
用
さ

れ
て
い
る
か
、
舞
鶴
で
製
造
さ

れ
て
い
る
こ
と
も
条
件
。

▪
申
請
方
法
　
８
月
31
日
（
水
）

ま
で
に
所
定
の
用
紙
（
観
光
商

業
課
、
西
支
所
、
加
佐
分
室
、

ま
い
づ
る
観
光
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

な
ど
に
備
え
付
け
）
で
。

▪
料
金
　
１
品
に
つ
き
申
請
料

４
，
０
０
０
円
、
登
録
料
１
６
，

０
０
０
円
（
い
ず
れ
も
同
協
会

会
員
は
半
額
）

　

詳
し
く
は
、
同
協
会
事
務
局

（
同
課
内
、☎
66
・
１
０
２
４
）
へ
。

機
関
55
団
体
が
加
盟
）。

▪
日
時　

８
月
25
日
（
木
）
14

時
20
分
か
ら

▪
場
所　

商
工
観
光
セ
ン
タ
ー

▪
内
容
　
①
基
調
講
演
（
14
時

20
分
～
15
時
45
分
）
❖
清
水

愼
一
・
立
教
大
教
授
が
「
東
日

本
大
震
災
の
復
興
に
向
け
た
日

本
海
沿
岸
地
域
の
に
ぎ
わ
い
創

出
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
❖
海
上

自
衛
隊
舞
鶴
地
方
総
監
部
と
海

上
保
安
庁
第
八
管
区
海
上
保
安

本
部
に
よ
る
災
害
支
援
活
動
の

紹
介
②
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン
（
16
時
～
17
時
）
❖
テ
ー

マ
…
「
日
本
海
沿
岸
地
域
の
“
き

ず
な
”
と
“
に
ぎ
わ
い
”
が

日
本
を
救
う
」

❖
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
…
大
峯

伸
之
・
朝
日
新
聞
大
阪
本
社

社
会
グ
ル
ー
プ
関
西
総

合
面
編
集
長

❖
パ
ネ
リ
ス
ト
…
家
田

仁
・
東
京
大
学
大
学
院

教
授
、
上
村
多
恵
子
・

㈳
京
都
経
済
同
友
会
常

任
幹
事
、
清
水
愼
一
・

立
教
大
教
授
、
多
々
見

良
三
・
舞
鶴
市
長

　

詳
し
く
は
、
み
な
と
振
興

課
（
☎
66
・
１
０
３
７
）
へ
。

　７月 24 日、神崎・野原・竜宮浜の
各海水浴場で、舞鶴海上保安部と市、
舞鶴観光協会、地元海水浴場関係者な
どが連携し、安心・安全な海水浴場を
目指す啓発キャンペーンを実施しまし
た。       
　海水浴を楽しむため、次の点に注意
しましょう。
❖飲酒後の遊泳は控える❖必ず準備運
動を❖子どもから目を離さない❖乗り
入れ禁止区域で水上バイクを運転しな
い。
　　　《同協会事務局（観光商業課内）》

京都舞鶴港西港第２ふ頭に停泊する
「飛鳥Ⅱ」（昨年10月）

市内３海水浴場で

▲海上保安庁のマスコット「うみまる」も
参加（野原海水浴場）

舞鶴岩がき
丼

夏トク アタックチャンス

食べて買って特産品をもらおう

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
へ
ど
う
ぞ

日
本
海
に
ぎ
わ
い
・
交
流
海
道
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

港
の
役
割
　
理
解
深
め
て

京
都
・
丹
後 

観
光
ア
イ
デ
ア
コ
ン
テ
ス
ト

ツ
ア
ー
の
企
画
を
募
集

市
民
見
学
会
を
実
施

さわやかな秋風に吹かれて

舞鶴・丹後冠島 周遊クルーズ

安心・安全な

９月 19 日


